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陸上競技のあゆみ
わたくしたちの県では，1897年頃に各中等学校や
高等専門学校で運動会種目として行われていた。
1900年頃には各学校のプログラムの中に，他校生徒
との競争が加えられている。ようやく陸上が芽を出
しはじめたのは，東京高等師範学校在学中に極東選
手権大会の選手であった佐藤義江氏が宮城師範学校
に赴任した1916年からで，1919年に各種の競技会が開
かれた。昭和に入ってからはますます陸上が盛んに
なり，1938年前後にはすぐれたランナーが出ている。
1952年に県営陸上競技場が建設されてから，日米・
日独・日ソ・プレオリンピック・太平洋沿岸５か国
などの数多くの国際大会が開かれ，外国選手の技能
を目の当たりに見てから，急速に向上発展したとも

よ だ とおる ゆ

いえる。そして，誉田徹（仙台）・油井潔雄（米山）
い きよ お

・福田晶子（石巻）などのオリンピック選手を出し
ている。最近では日本ケミコンなど実業団の選手の
活躍がめざましい。

バレーボールのあゆみ
わたくしたちの県で行われるようになったのは，

1926年頃からである。1927年の明治神宮大会にあたり，
女子師範学校と高等女学校７校が参加して，県下の
大会を開催している。当時は女子に適した運動とし
て行われ，男子中等学校では行われなかった。
男子は，1937年仙台市体育指導員として着任した
山田義男氏が市立工業を指導したのがはじまりであ
る。その後市立工業出身者により，本県最初の男子
一般チームが誕生している。
1946年にバレーボール協会が設立されてから，急
速な普及ぶりを示した。1952年には米駐留軍と６人
制バレーボール試合をしたが，６人制が普及したの
は，1964年の東京オリンピック大会以後である。ま
た，招待大会や全国大会の開催によって，技術面で
著しい進歩をとげ，近年では，蘇武幸志や，佐藤伊
知子などのオリンピック選手を輩出している。また，
古川中・古川女子商の全国優勝，東北高の準優勝な
ど，そのレベルは全国水準にある。

卓球のあゆみ

よりはじめられたが，テーブルやラケットもなく，
厚紙などをラケットがわりに使った初歩的なもので
あった。1907年に宮城師範学校に２台のテーブルを
そなえた。1921年仙台卓球協会を創立，第１回団体
選手権大会を開催した。その後卓球は盛んになると
同時に技術も向上し，1927年に明治神宮大会に出場
した勝又栄治選手は，準決勝まで勝ち進んでいる。
1929年には県の体育競技に加えられた。
戦後は日米交歓大会をはじめ多くの大会を開き，
本県の活躍もめざましく，第７回国体で優勝し，そ
の後も上位入賞している。そして，最近は国際大会
代表選手も出しており，そのレベルは全国的水準に
あるといえる。

野球のあゆみ
野球が本県に入ったのは，1887年頃と推定される
が正確な記録は残っていない。1907年を前後し隣県
中学校との試合が盛んに行われた。その後は他県と
同様に，学生野球が学都の中で成長してきた。また
仙台鉄道管理局野球部のような実業団野球も生まれ，
野球の発展に大きな功績を残している。
戦後は，中等学校の甲子園大会の復活や，実業団
野球の全国大会が行われるようになり，ますます盛
んになってきた。甲子園大会には，戦前より本県か
らも参加していたが，戦後では東北代表として参加
した仙台二中（現仙台二高）や東北高校の準決勝，
さらには宮城県代表として決勝まで進出した育英高
校の活躍が特記され，本県の野球は全国的水準にあ
るといえる。

バスケットボールのあゆみ
1923年，宮城師範学校の佐藤義江氏により，わた
くしたちの県にはじめて紹介された。当時は正式な
大会はなく，師範と旧二高がしばしば練習試合をし
ていた。1925年には神宮大会の予選が行われ，師範
が優勝して出場権を得たが出場しなかった。1927年
に県下中等学校の大会が，1928年に県下高等小学校
の大会が開かれた。その後各種の大会がもたれ普及
し，1933年には女子一般の大会が開かれている。

わたくしたちの県の卓球の歴史は古く，1903年頃

Ⅰ　宮城県の体育・スポーツのあゆみ（競技種目別）
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現在では，仙台の桜丘中の全国準優勝，仙台高の
インターハイ等での準優勝が特記され，一般男女の
クラブも増えて盛んになってきている。

サッカーのあゆみ
わたくしたちの県でサッカーが行われるようにな
ったのは，1921年頃で，現在の東北大医学部の裏に
あった仙台二中（現仙台二高）が最初だといわれ，そ
の頃には宮城師範・仙台一中（現仙台一高）・東北
学院中学部でも行っていたともいわれている。とに
かく仙台に入ってきたのは大正末期である。1921年
宮城師範に赴任した畑山氏が生徒に手ほどきし，中
学校から大学・高専校に普及する過程をたどった。
1926年に東北大・旧二高・学院専門部・仙台工専
でリーグが結成された。のちには旧山形高・福島高
商も加わったこともある。1927年に東北選手権大会
が開かれ，1929年には全国中学校大会に宮城師範が
はじめて参加した。1933年から地区予選が行われ，
1942年までの間，東北代表として本県から８回出場
し，好成績を収めて全国的レベルにあった。
戦後に入り，本県のサッカーも各種全国大会に参加
し，高専校大会・国体・インターハイで優勝や上位入
賞の輝かしい成績を収め，すぐれた選手を出している。
現在では，高校・実業団のリーグもでき，松島中
が全国大会で準優勝の記録を残すなど，小・中学校
でも盛んに行われるようになった。

体操競技のあゆみ
わたくしたちの県で体操競技が行われるようにな
ったのは，1933年頃からで，当時は宮城師範や，築
館中（現築館高）・白石中（現白石高）で行われたが，
その普及度は低かった。当時行われた種目は鉄棒と
バック跳（跳馬）の２種目であった。
本県出身で，中央で活躍した人には佐藤省吾（築館
中・旧制佐々木），北村仁（仙台一中），千才英夫（白石中）
などがおり，宮城師範を中心に名手を生んでいる。
戦後は，1947年に第１回東北体操競技選手権大会

ぎ

に出場している。その後，高等学校では，着実に技
りょう

倆をみがき実力をつけてきた。中学校では1953年よ

やす

も一段と向上し，国際大会に出場した古山泰子（八
軒中）などを生み出し，一大進歩をとげている。

すもうのあゆみ
本県のすもう界は，天下の名力士を多数輩出し，
すもう王国として250年の伝統を持っている。名力士
をあげると，初代谷風・第３代横綱丸山権太左衛門・
第４代横綱谷風梶之助・第９代横綱秀の山雷五郎・
第18代横綱大砲万右衛門・大関駒ヶ獄国力などであ
る。近年では，関脇青葉城・関脇高望山・小結青葉
山などが三役力士として活躍した。
本県では，古くから祭典の奉納ずもうがよく開催

こ ご た

され，昭和の初めより，小牛田で仙北16郡のすもう
大会が行われた。
スポーツとしてのすもうは，第１回明治神宮大会
ですもうが開催されてからで，県内でも1929年以後
各種の大会がもたれるようになった。
中体連の全国大会では，過去に一迫中の田代選手
が個人戦で準優勝している。

スケートのあゆみ
わたくしたちの県のスケートの発達史，および仙
台のスケートの発達史は，すなわち日本スケートの
発達史といってもよい。仙台のスケートの開拓者で
あった田代三郎・佐藤幸三・河久保子朗の諸氏は，
日本スケートの開拓者である。
仙台にスケートが伝えられたのは，1887年頃で，
スケートらしいスケートをはじめたのが1905年頃で
ある。田代氏と佐藤氏は日本最初のフィギュア・ス
ケーターと言われる。後年田代氏は，日本スケート
界の指導者として，発達に大きな功績を残している。
また名実ともにスケート界の大先輩河久保子朗氏も

よ へい

輩出した。明治末期から昭和の初期にかけて与平沼
ご しき

や五色沼で盛んに行われ，さらに伊豆沼や長沼にも
遠征が試みられた。
五色沼では1925年に日本初のアイス・ホッケーの
試合（東大対東北大），1928年に日本フィギュア・コ
ンテスト，1931年には日本が初めてオリンピックに
送る選手の選考を兼ねて，フィギュア・スケート全

戦後は，1947年の第２回国体より参加している。 り体操競技会が開かれるようになり，本県のレベル
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ア・スケートで，本田選手，荒川選手など多数のオ
リンピック選手が育ち，世界を舞台に活躍している。

スキーのあゆみ
わたくしたちの県のスキーは，鳴子で生まれ育っ
たといってもよい。1921年に県電気技師の相原氏が
滑り廻ったことが開拓の一歩である。1922～３年に
ウインクラー教授一行がシュプールをしるしてから，
地元の人たちが行うようになり，1924年北大出身の
永井徳氏が直滑降や制動を伝えた。1925年より各種
の講習会を開いてから飛躍的な発達をとげ，1935年
に初めて県の競技会を開いた。
戦後は他のスポーツよりも遅れ，1949年に県大会
を開いた。その後鳴子スキー場も整備され，各種全
国大会の開催とともに，鳴子を中心に本県のスキー
はめざましい発展をとげ，1991年には，鳴子中の関
根選手が全国大会S・Sの部で優勝している。

ソフトテニス（軟式庭球）のあゆみ
わたくしたちの県の軟式庭球は，1892年頃に紹介
され，県下の中等学校には1897年頃までの間に設置
された。１９１２年に中等学校の大会が開かれた。1919年

すいたい

頃より数年間は硬式庭球に押され一時衰退した。
1924年再び行われるようになり，1934年には明治神宮
大会で角田中（現角田高）の笹森・金沢組が優勝し
ている。戦争で一時中断したが1947年頃より各種大

の振興発展に寄与した功績は大きい。

その他のスポーツのあゆみ
わたくしたちの県では，柔道や剣道も古くから盛
んで，柔道では東京オリンピック準優勝の神永選手，
剣道では逆二刀流の萱場選手などのすぐれた選手が
出ている。
ボートも古い伝統を持ち，1895年に旧二高で設立
された。本県のボートは戦前戦後を通じ数多くの全
国制覇をし，東北大はローマオリンピックにも出場
している。
ボクシングは，1930年に紹介され，その発達はめざ
ましく，中野・芳賀両選手をオリンピックに出している。
自転車は，1896年頃にはすでに行われており，本
県は全国のトップレベルにあり，多数のすぐれた選
手を生み出している。
バドミントンは1935年に紹介され全国的水準にある。
ソフトボールは，1947年に紹介され普及率が高く，
その発達もめざましい。
レスリングは，1950年に紹介され，飛躍的な発達
をとげ，オリンピックに出場した松原選手など多く
の名選手を出している。

あ

重量挙げは，1949年に紹介され，現在は全国でも
高水準にあり，オリンピック優勝の三宅選手，バル
セロナオリンピックに出場した佐藤選手などすぐれ
た選手を生み出している。

日本選手権大会が行われている。現在ではフィギュ 会が盛んになり，その復活をみた。特に本県が東北
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●宮城県中学校体育連盟の推移
戦後における宮城県の中学校体育の普及発達は，
1949年に結成された宮城県中学校体育連盟の活動に
よるところが大きい。
これよりさき1947，48年には仙台市をはじめ，い
くつかの郡市に中学校体育連盟（中体連）が結成さ
れ，それぞれ独自に体育大会が実施されていたが，種
目別の対抗試合の域を出ず，全県的な統一のある活
動は行われていなかった。

創立時代（1949～1951年）
1949年，中体連が創立された当時は，終戦後の混
乱からまだ脱し切れず物資もきわめて不足した状態
にあった。体育大会もわずかに野球，バレーボール
（男女），バスケットボール（男），卓球（男）の４種
目が県南，県北に分かれ，しかも，８月，10月の２
期に分けて実施されたに過ぎなかった。野球選手の
中には，野球帽でなく，学帽か無帽，スパイク靴は
もちろんなく，ズック靴で試合をしていた状況であ
ったが，意気すこぶる盛んなものがあった。この間
の事情について初代理事長の小畑健治氏は，宮城県
中体連会報創刊号に，当時を回顧して次のように述
べている。

「……敗戦後の暗たんたる中に学制改革が行われ，
中学校は開校したものの，教室不足のため生徒は二

ひつぜつ

分，三分され青空教室と，筆舌につくせない苦労が
あった……中略……

当時は運動用具が不足し県内中学校にグローブ３
個，野球用ボール２ダース，バット５本の配給があ
り，配給方法については，クジ引きできめたり，先
の配給とだぶらないように配慮したり苦労はたいへ
んでありました。……」

こんめい

混迷の世相の中に，体育やスポーツを通し青少年
の心身の健全な発達をひたすらに念願した精神，逆
境の中に精進した中学生の姿がうかがえる。

総合制大会発足の時代（1952年～1959年）
1952年にいたり，総合体育大会制がしかれ，全県
の青少年が一堂に会して技を競うとともに，友情と
親睦を深める気運が高まったが，財政，宿泊，輸送，
会場，運営などの諸問題があり，種目数は７種目，会
期も２期に分けて実施するなどの変遷があった。徐々
にこれらの困難が克服され，現在の総合体育大会の
形態がととのったのは1960年で，８年の歳月を要し
ている。この時期において特筆される動きは，柔道
・剣道の復活，駅伝競争の実施と全国大会（放送陸
上，通信水泳）への参加をあげることができよう。

充実の時代（1960年～1969年）
1960年～1969年までの10年間は，県中体連の充実期
である。現在のような16種目（男15種目，女10種目）
が時期，会場を一つにし，各郡市の中学校の代表生
徒約5,000名の参加によって，総合体育大会が開催さ
れるようになった。この時期における特筆される動
きは，交通事情の影響による駅伝競争の中断，復活

Ⅱ　宮城県中学校の体育・スポーツ
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とスキー競技の実施があげられる。さらに東北中体
連の結成と東北大会（陸上競技，水泳）の実施であ
る。

1970年代以降
1971年度は，宮城県中学校体育の歴史の上で，一

つの転換期であろう。それは各種競技の全国大会が
開催され，それに参加する動きが見られたことであ
る。すでに陸上競技，水泳競技，スキー競技では全
国選抜大会などが行われていたが，さらに，サッカ
ー，バレーボール，卓球，柔道，剣道，テニス，バ
スケットボール，体操，野球，ソフトボール，すも
う，ハンドボール，スケートなどの各種目が教育内
活動として加わってきた。一方これに対し，県総合
体育大会よりも郡市大会を充実させ，広く多くの中
学生がスポーツに参加し，体力を鍛えるべきだとい
う意見があり，新人大会が復活してきたことである。
学校教育の正課における体育とスポーツ振興の調

和という大問題をかかえながら，1980年代の中学校
の体育は大きくゆれ動いた。
中学生にとって，中学校総合体育大会，あるいは
全国大会における栄冠は，一つの輝かしい目標であ
り，ひたむきに努力するところに大きな意義がある。
その反面，スポーツ自身のもつもう一つの意義，心
身の健全な調和的発達を通じ，未来をになう青少年
を育成する目的も見失うことはできない。各競技に
おいて，コートの広さ，ネットの高さなど，中学生
の体力を考慮した配慮は見られるが，学校体育の場
合，郡市大会，全国大会の場合など，それぞれの場
合に応じて，競技時間や，ポイント数など弾力的ル
ール，運営の方法を検討する気運が起こった。一方，
参加する生徒の希望，意見が反映され，1980年代の
体育スポーツは，新たな一大躍進を遂げた。
現在は，生徒数の減少や社会情勢の変化に伴い，
新たな動きが求められる。
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Ⅲ　宮城県中学校の体育・スポーツの記録
❶宮城県中学校総合体育大会優勝校一覧表

年度
種目 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

陸 上
男 寺 岡 鶴が丘 寺 岡 寺 岡 青 葉 寺 岡 米 山 青 葉 米 山 中 山 上杉山 米 山 仙台二 寺 岡

女 寺 岡 中 野 中 野 中 野 寺 岡 寺 岡 色 麻 寺 岡 将 監 将 監 中 野 中 野 中 野 寺 岡

水 泳
男 気仙沼 高 森 青 葉 仙台一 気仙沼 東 華 住吉台 住吉台 宮教大附属 築 館 東北学院 東北学院 東北学院 仙台一

女 宮城学院 宮城学院 宮城学院 宮城学院 宮城学院 長 町 しらかし台 しらかし台 宮城野 高 崎 仙台一 仙台一 仙台一 仙台一

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル

男 岩出山 桜 丘 仙台一 将 監 将 監 長 町 東北学院 桜 丘 仙台一 郡 山 東北学院 東北学院 柳 生 東北学院

女 桜 丘 高 森 桜 丘 しらかし台 桜ヶ丘 桜 丘 寺 岡 加 茂 寺 岡 明 星 蛇 田 富 沢 桜 丘 増 田

サ ッ カ ー 男 古川東 古川東 加 茂 桜 丘 しらかし台 しらかし台 東 北 学 院 中新田 松 島 白 石 古川東 中新田 幸 町 長 町

ハ ン ド
ボ ー ル

男 西多賀 高 砂 仙台中田 鶴 巣 仙台中田 岩 切 高 砂 仙台中田 高 砂 高 砂 高 砂 大 和 仙台中田 仙台中田

女 高 砂 仙台中田 西多賀 仙台中田 六 郷 田 尻 仙台中田 仙台中田 高 砂 柳 生 田 子 高 砂 田 尻 仙台中田

野 球 男 船 岡 増 田 登米中田 大 衡 河 北 津 山 河 北 大 衡 若 柳 しらかし台 利 府 矢本二 しらかし台 古川北

器 械 体 操
男 中新田 人来田 中新田 西多賀 船 迫 東北学院 東北学院 東北学院 玉 川 塩竃二 幸 町 幸 町 玉 川 八木山

女 南吉成 南吉成 人来田 宮城学院 仙台一 吉 成 幸 町 幸 町 幸 町 富 沢 富 沢 利府西 茂庭台 茂庭台

新 体 操
男 桃 生 桃 生 桃 生 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東 白石東

女 高 森 東 華 高 森 高 森 高 森 白 石 高 森 南小泉 南小泉 南小泉 南小泉 白石東 白石東 南小泉

バレーボール
男 古川北 古川北 古川西 古川西 三本木 古川西 古川北 沖 野 三本木 三本木 沖 野 高 砂 高 砂 沖 野

女 田 尻 岩出山 岩出山 古川北 渡 波 志波姫 三本木 渡 波 古川北 古川北 郡 山 郡 山 古川北 古川北

ソフトテニス
男 登米中田 長命ヶ丘 長命ヶ丘 鶴 谷 鶴 谷 将 監 沖 野 東北学院 高 森 宮城野 東北学院 宮城野 東北学院 東北学院

女 登米中田 東 和 東 和 登米中田 登米中田 松 陵 将 監 多賀城二 長命ヶ丘 長命ヶ丘 長命ヶ丘 志波姫 長命ヶ丘 東 和

卓 球
男 東北学院 郡 山 南 郷 高 崎 向 洋 向 洋 向 洋 村田一 古 川 向 洋 秀 光 秀 光 中新田 若 柳

女 向 洋 向 洋 育英秀光 育英秀光 育英秀光 育英秀光 育英秀光 秀 光 宮城野 玉 川 三本木 若 柳 津 谷 津 谷

バドミントン
男 登米中田 東 和 東 和 東 和 袋 原 玉 川 富 沢 東 和 仙台二 仙台二 西 山 聖ウルスラ ウルスラ英智 ウルスラ英智

女 塩竃一 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ 聖ウルスラ ウルスラ英智 ウルスラ英智

ソ フ ト
ボ ー ル

男 古川東 古川東 登米中田 登米中田 登米中田 登米中田 古川東 古川東 古川東 佐 沼 古川東 佐 沼 古川東 登米中田

女 松 島 松 島 利 府 桃 生 桃 生 松 島 桃 生 人来田 しらかし台 西多賀・渡波 松島・高森 松 島 松 島 松 島

柔 道
男 明 星 河南東 豊 里 登米中田 岩出山 蛇 田 米 山 八 軒 米 山 一 迫 渡 波 東北学院 若 柳 八 軒

女 豊 里 登米中田 登米中田 豊 里 登米中田 登米中田 登米中田 渡 波 色 麻 一 迫 一 迫 亘 理 大 和 中 野

県 道
男 登米中田 佐 沼 登米中田 茂庭台 茂庭台 仙台二 金 津 桜 丘 金 津 蛇 田 仙台二 佐 沼 若 柳 若 柳

女 田 尻 田 尻 中 野 中 野 登米中田 中 野 登米中田 中 野 登米中田 将 監 蛇 田 蛇 田 河南西 歌 津

相 撲 男 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒 古川東 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒 栗 駒

弓 道
男 利府Ｂ 多賀城Ｃ しらかし台Ｂ 広瀬Ｃ 利府Ｃ 多賀城Ｅ 広瀬Ａ 東豊Ｄ 東北学院Ｂ 東北学院Ａ 東北学院Ａ 東北学院Ａ 多賀城Ｃ 東北学院Ｂ

女 東豊Ａ 多賀城Ｃ 東豊Ｅ 高崎Ｄ しらかし台 B 広瀬Ｃ しらかし台Ｂ 高崎Ａ 多賀城Ｆ 高崎Ａ 多賀城Ｃ 高 崎 高崎Ｄ しらかし台Ｃ

ス キ ー

ア
ル
ペ
ン

男 岩出山 七ヶ宿 不動堂 七ヶ宿 鳴 子 鬼 首 七ヶ宿 小野田 川 崎 川 崎 川 崎 栗 駒 川 崎

女 富 沢 岩出山 西多賀 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子
松 陵

ン
ト
リ
ー

ク
ロ
ス
カ

男 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 鳴 子 川 渡 川 渡 鳴 子 鳴 子 該当校なし

女 鬼 首 川 渡 川 渡 川 渡 鳴 子 鳴 子 川 渡 川 渡 鬼 首 鬼 首 鳴 子 鳴 子 該当校なし

駅 伝
男 塩竃一 鶴が丘 鶴が丘 しらかし台 青 葉 玉 川 玉 川 玉 川 吉 岡 しらかし台 しらかし台 鶴が丘 多賀城 多賀城

女 大 沢 山 田 宮城野 宮城野 玉 川 青 葉 将 監 将 監 将 監 吉 岡 吉 岡 蛇 田 富 谷 西多賀
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❷2010年度　宮城県　中学校総合体育大会成績（団体）
種 目 性別 第 1 位 第 2 位 第 3 位

陸 上 競 技
男 仙 台 中 田 南 光 台 仙 台 二

女 寺 岡 蛇 田 七 北 田 石 巻 山 下

駅 伝
男 多 賀 城 万 石 浦 田 子 ４ 位 西 多 賀

女 西 多 賀 蛇 田 岩 沼 ４ 位 大 　 沢

水 泳

競 泳
男 仙 台 一 富 沢 宮 城 野

女 仙 台 一 七 郷 塩 竈 三

飛 込
男 多 賀 城 二

女 多 賀 城 二

バスケットボール
男 東 北 学 院 台 原 加 茂 中 新 田

女 八 乙 女 尚 絅 沖 野 成 田

サ ッ カ ー 東 向 陽 台 郡 山 南 中 山 成 田

ハ ン ド ボ ー ル
男 五 橋 柳 生 七 北 田 仙 台 中 田

女 東 仙 台 田 尻 仙 台 中 田 六 郷

野 球 秀 光 郡 山 瀬 峰 南 方

器 械 体 操
男 八 木 山 塩 竈 二 東 北 学 院

女 五 城 茂 庭 台 吉 成

新 体 操
男 白 石 東 長 町

女 白 石 白 石 東 高 砂

バ レ ー ボ ー ル
男 蒲 町 高 砂 名 取 二 山 元 山 下

女 高 砂 大 和 郡 山 南 小 泉

ソ フ ト テ ニ ス
男 東 北 学 院 長 町 大 河 原

女 名 取 一 向 陽 台 幸 町

卓 球
男 中 新 田 小 牛 田 郡 山 河 南 西

女 大 和 南 小 泉 松 山 志 波 姫

バ ド ミ ン ト ン
男 ウ ル ス ラ 英 智 西 山 七 郷 登 米 中 田

女 ウ ル ス ラ 英 智 角 田 袋 原 多 賀 城 二

ソ フ ト ボ ー ル
男 登 米 中 田 佐 沼

女 松 島 長 町 大 郷 七 郷

柔 道
男 大 和 東 北 学 院 志 波 姫 中 野

女 中 野 岩 出 山 田 尻 石 越

剣 道
男 佐 沼 蛇 田 広 瀬 幸 町

女 七 郷 広 瀬 利 府 田 尻

弓 道
男 多 賀 城 Ｃ 東 北 学 院 Ａ し ら か し 台 Ａ

女 多 賀 城 Ｃ 利 府 Ａ 高 崎 Ｄ

相 撲 男 栗 駒

ホ ッ ケ ー
男 一 迫

女 築 館
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❷2010年度　宮城県　中学校総合体育大会成績（個人）

種　　　目
第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位
氏　名（学校名） 氏　名（学校名） 氏　名（学校名）

器 械 体 操
男 佐 藤（ 八 木 山 ）・檜 野（ 東 北 学 院 ）（ 同 点１位 ） 杉 山（ 塩 竈 二 ）

女 五 十 嵐（ 茂 庭 台 ） 工 藤 （ 五 城 ） 齋 藤（ 茂 庭 台 ）

新 体 操
男 平 野（ 白 石 東 ）

女 阿 部（ 長 命 ヶ 丘 ） 阿 部 （ 寺 岡 ） 伊 藤 （ 宮 ）

ソフトテニス
男 阿 部・ 田 中（ 長 町 ） 山崎・阿部（東北学院） 佐藤潤・佐藤龍（志波姫） 佐 竹・富 沢（ 大 河 原 ）

女 伊 藤・清 原（ 向 陽 台 ） 仙 台・ 伊 藤（ 高 砂 ） 吉 田・阿 部（ 多 賀 城 ） 伊 藤・針 生（ 八 木 山 ）

卓 球
男 土 田（ 高 清 水 ） 佐 藤（ 中 新 田 ） 山 本（ 塩 竈 一 ） 三 浦 （ 津 谷 ）

女 石 山（ 松　 山 ） 松 本（ 南 小 泉 ） 邊 見（ 万 石 浦 ） 鈴 石（ 友 ）（ 七 北 田 ）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

シングルス
男 玉 手（ ウ ル ス ラ 英 智 ） 鈴 木 （ 角 田 ） 三 塚 （ 西 山 ） 篠 崎（ ウ ル ス ラ 英 智 ）

女 重 山（ ウ ル ス ラ 英 智 ） 高 瀬（ ウ ル ス ラ 英 智 ） 佐 藤（ 仙 台 一 ） 鈴 木（ ウ ル ス ラ 英 智 ）

ダブルス
男 菅原・高橋（ウルスラ英智） 鈴 木・ 齋 藤（ 西 山 ） 井上・髙橋（東北学院） 浅原・河原（ウルスラ英智）

女 菅田・飯島（ウルスラ英智） 足利・塚本（ウルスラ英智） 曽根・甲斐（ウルスラ英智） 橋 本・ 宍 戸（ 角 田 ）

柔

道

50kg級

男
　
子

菅 原（ 川 崎 ） 五十鈴川（ 向 洋 ） 浜 畑（ 多 賀 城 二 ） 八 島（ 船 迫 ）

55kg級 日 野（ 万 石 浦 ） 佐 藤（ 向 洋 ） 佐 藤（ 七 ヶ 浜 ） 本 郷（ 六 郷 ）

60kg級 千 葉（ 湊 ） 鳥 澤（ 大 和 ） 金 田（ 将 監 東 ） 菅 野（ 塩 竈 二 ）

66kg級 岩 間（ 村 田 一 ） 山 口（ 五 橋 ） 阿 部（ 大 郷 ） 佐 藤（ 八 軒 ）

73kg級 鈴 木（ 住 吉 ） 福 島（ 渡 波 ） 堀 籠（ 大 和 ） 吉 澤（ 大 河 原 ）

81kg級 田 村（ 大 和 ） 田 辺（ 広 陵 ） 及 川（ 米 山 ） 菊 地（ 八 軒 ）

90kg級 阿 部（ 蒲 町 ） 佐 藤（ 宮 床 ） 高 橋（ 矢 本 二 ） 櫻 井（ 石 巻 ）

90kg超 佐 藤（ 佐 沼 ） 畠 山（ 登 米 中 田 ） 中 嶋（ 志 波 姫 ） 本 郷（ 宮 床 ）

44kg級

女
　
子

千 葉（ 河 南 東 ） 久 光（ 志 波 姫 ） 熊 谷（ 河 南 東 ） 中 鉢（ 岩 出 山 ）

48kg級 柴 田（ 館 ） 佐 藤（ 岩 出 山 ） 佐 々 木 （ 岩 出 山 ） 神 子 田 （ 田 尻 ）

52kg級 吉 田（ 矢 本 一 ） 岩 佐（ 南 郷 ） 渡 邉（ 大 郷 ） 菊 池（ 一 迫 ）

57kg級 沖 井（ 蒲 町 ） 其 川（ 湊 ） 大 友（ 大 郷 ） 板 橋（ 人 来 田 ）

63kg級 北 岡（ 岩 切 ） 高 橋（ 五 城 ） 稲 邉（ 石 越 ） 岩 佐（ 中 野 ）

70kg級 本 山（ 塩 竈 三 ） 小 関（ 川 崎 ） 新 貝（ 大 河 原 ） 山 崎（ 田 尻 ）

70kg超 岩 佐（ 中 野 ） 小 野 寺 （ 石 越 ） 福 田（ 角 田 ） 鈴 木（ 中 野 ）

剣 道
男 柴 田（ 西 山 ） 三 浦（ 佐 沼 ） 鈴 木（ 若 柳 ） 熊 谷（ 登 米 中 田 ）

女 新 村（ 幸 町 ） 多 田（ 若 柳 ） 佐 々 木（ 南 吉 成 ） 髙 嶋（ し ら か し 台 ）

弓 道
男 渡 辺（ 多 賀 城 ） 佐 々 木（ 古 川 黎 明 ） 及 川（ 古 川 黎 明 ）

女 一 ノ 瀬（ 高 崎 ） 鈴 木（ 多 賀 城 ） 櫻 井（ 多 賀 城 ）

相
　
　
　
撲

1年

男
　
子

佐 藤（ 隆 ）（ 栗 駒 ） 伊 藤（ 不 動 堂 ） 松 原（ 栗 駒 ）

2年 冨 栄（ 栗 駒 ） 藤 田（ 栗 駒 ） 泉 田（ 栗 駒 ）

3年 菅 原（ 栗 駒 ） 佐 藤（ 勝 ）（ 栗 駒 ） 千 葉（ 栗 駒 ）

軽量 千 葉（ 栗 駒 ） 佐 藤（ 勝 ）（ 栗 駒 ） 藤 田（ 栗 駒 ）

中量 小 野 寺 （ 栗 駒 ） 冨 栄 （ 栗 駒 ） 佐 藤（ 隆 ）（ 栗 駒 ）

重量 菅 原（ 栗 駒 ） 泉 田 （ 栗 駒 ） 松 原（ 栗 駒 ）

ス

ケ

ー

ト

フ
ィ
ギ
ュ
ア

Aクラス
男
　
子

吉 田（ 桜 丘 ）

Bクラス 出 場 な し

Cクラス 福 來（ 台 原 ）

Aクラス
女
　
子

出 場 な し

Bクラス 石 山（ 七 北 田 ） 荒 川（ 利 府 ） 菅 沼（ 南 吉 成 ） 4位 岡 （ 将 監 東 ）

Cクラス 佐 藤（ 館 ） 佐 々 木 （ 中 野 ）
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❹2010年度　宮城県　中学校陸上競技大会成績
性

別

順位

種目

1　位 2　位 3　位

氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録

男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

1年 100m 西 條 　 晃 平 石巻山下 12″02 榎 本 　 重 亮 東北学院 12″29 榊 田 　 崚 希 桃 生 12″37

2年 100m 雲 村 　 寛 太 仙台中田 11″74 一 條 　 真 広 矢 本 二 11″75 須 賀 川 雄 太 五 城 11″88

3年 100m 今 村 　 相 輝 上 杉 山 11″41 中 村 　 直 矢 仙 台 二 11″60 横 山 龍 太 郎 瀬 峰 11″67

共通 200m 佐 々 木 秀 弥 玉 川 ●22″74 稲 葉 　 修 平 渡 波 23″31 村 松 　 希 信 仙 台 二 23″34

共通 400m 齋 藤 　 亮 太 富 谷 二 ●51″17 池 田 　 健 太 住 吉 台 ●51″78 我 妻 　 　 哲 西 山 52″85

共通 800m 布 田 　 直 也 岩 沼 西 2′04″10 阿 部 　 優 樹 五 城 2′05″55 日 野 　 　 航 河 南 西 2′05″70

1年 1500m 庄 子 　 雅 哉 利 府 4′39″94 甲 斐 　 　 岬 五 城 4′40″51 島 津 　 達 洋 岩 沼 西 4′40″70

2・3年 1500m 渡 辺 　 拓 巳 仙台中田 4′16″85 齋 藤 　 　 希 河 南 西 4′17″99 村 上 　 　 雄 三 本 木 4′25″03

共通 3000m 三 浦 　 洋 希 富 谷 二 9′02″65 郷 右 近 辰 也 多 賀 城 9′06″06 新 田 　 裕 貴 渡 波 9′12″09

共通 110mH 佐 藤 　 祐 弥 住 吉 台 15″64 阿 部 　 忠 孝 蛇 田 15″74 堀 　 　 雄 貴 宮教大附属 15″87

低 400mR 及 川 ・ 和 地
若 山 ・ 西 條 石巻山下 47″97 佐 藤 ・ 伊 藤

小野寺・渡邊 佐 沼 48″47 本 木 ・ 横 山
庄 司 ・ 大 沼 袋 原 48″61

共通 400mR 野 澤 ・ 雲 村
佐 藤 ・ 櫛 引 仙台中田 ☆44″31 渡 辺 ・ 高 泉

竹 林 ・ 簡 古 川 45″51 倉 田 ・ 渡 邊
須 知 ・ 杉 西 富 沢 45″94

共通 走高跳 庄 司 　 悠 佑 仙 台 二 1m79 川 名 　 康 平 南 光 台 1m76 阿 部 伊 武 季 渡 波 1m70

共通 棒高跳 渡 邊 　 　 壮 佐 沼 3m70 吉 田 　 　 弦 蛇 田 3m60 菊 地 　 遼 介 南 光 台 3m30

共通 走幅跳 野 澤 　 将 史 仙台中田 ●6m59 小 野 寺 正 法 気 仙 沼 6m28 鈴 木 　 惇 史 西 多 賀 6m11

共通 砲丸投 山 鹿 　 高 明 東北学院 12m89 渡 邊 　 恭 介 将 監 12m50 滝 本 　 拓 也 折 立 12m32

四種競技 鈴 木 　 佑 弥 亘 理 2370点 川 内 　 啓 輔 玉 川 2041点 熊 谷 　 将 彦 古 川 1942点

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

1年 100m 日 野 　 沙 南 万 石 浦 13″24 井 端 　 菜 美 古 川 13″30 小 宮 　 春 奈 仙 台 二 13″50

2年 100m 釣 舟 さ や か 塩 竈 一 13″19 長谷部いずみ 寺 岡 13″27 鈴 木 ひ か り 宮 城 野 13″31

3年 100m 岩 朝 　 秋 恵 七 北 田 13″02 菅 原 実 緒 華 八 乙 女 13″18 岩 泉 　 莉 奈 しらかし台 13″35

共通 200m 大 坂 　 汐 里 しらかし台 25″98 門 間 　 彩 古 川 26″49 中 村 　 舞 泉 成 田 27″29

共通 800m 菅 原 百 合 香 五 橋 2′21″88 小 山 　 京 華 仙台中田 2′22″22 高 橋 真 李 奈 富 谷 2′22″80

1年 1500m 榊 原  　 遥 白 石 5′01″70 井 上 芙 美 佳 東向陽台 5′09″74 奥 田 　 星 佳 大 沢 5′10″63

2・3年 1500m 佐 藤 　 　 望 西 多 賀 4′47″02 阿 部 　 千 咲 西 多 賀 4′47″22 石 川 千 尋 富 谷 4′48″79

共通 100mH 齋 藤 　 真 佑 塩 竈 二 15″08 遠 藤 ま り な 七 北 田 15″45 奥 津 　 晴 香 渡 波 15″49

低 400mR 村 上 ・ 鈴 木
加美山・佐々木 石巻山下 53″67 佐藤陽・石岡

佐藤美・小幡 中 野 54″00 種 市 ・ 遠 藤
櫻 井 ・ 山 田 上 杉 山 54″28

共通 400mR 長谷部・中條
阿 部 ・ 山 縣 寺 岡 52″02 小 川 ・ 大 橋

阿 部 ・ 留 畑 蛇 田 52″03 遠 藤 ・ 西 原
大 岩 ・ 岩 朝 七 北 田 52″18

共通 走高跳 小 野 里 央 奈 北 仙 台 ●1m63 小 野 有 里 奈 北 仙 台 ●1m63 阿 部 紗 耶 加 寺 岡 ●1m57

共通 走幅跳 山 縣 　 彩 瑛 寺 岡 5m22 鈴 木 小 枝 子 中 山 5m17 留 畑 瑚 乃 江 蛇 田 5m16

共通 砲丸投 武 田 　 佳 澄 角 田 12m16 宮 田 　 李 子 仙 台 二 11m87 小 野 田 　 茜 西 山 11m00

四種競技 阿 部 　 紀 恵 蛇 田 2172点 山 口 　 美 空 八 軒 2145点 飯 岡 　 真 凜 東向陽台 2089点

☆大会新記録　●全国標準突破
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❺2010年度　宮城県　中学校水泳競技大会成績

性
　
別

順位

種目

第　1　位 第　2　位 第　3　位

氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録

男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

自
　
由
　
形

 50m 梅 田 　 　 光 南 中 山 ●25″78 藤 井 　 久 徳 蒲 町 26″42 菅 原 　 大 貴 将 監 東 27″01

 100m 田 邊 　 　 慧 登 米 ●55″66 梅 田 　 　 光 南 中 山 55″95 鈴 木 　 　 匠 将 監 58″17

 200m 今 野 　 友 彰 宮 城 野 2′02″02 田 邊 　 　 慧 登 米 2′03″60 鈴 木 　 　 匠 将 監 2′07″68

 400m 今 野 　 友 彰 宮 城 野 4′23″20 矢 部 　 　 凛 八 軒 4′38″16 佐 々 木 建 晟 吉 成 4′38″21

1500m 山 口 　 拓 馬 柳 生 18′17″12 尾 形 　 拓 哉 仙台中田 18′39″06 三 浦 　 有 稀 八 軒 18′55″03

平
泳
ぎ

 100m 三 浦 　 尚 起 塩 竈 一 1′09″75 五 十 嵐 祐 樹 仙 台 一 1′11″33 川 原 　 　 優 五 橋 1′12″71

 200m 三 浦 　 尚 起 塩 竈 一 ●2′27″87 菅 野 　 真 杜 中 野 2′30″61 川 原 　 　 優 五 橋 2′36″69

背
泳
ぎ

 100m 吉 越 　 隆 樹 東向陽台 ●1′01″74 遠 藤 　 佑 亮 加 茂 1′02″76 坂 内 　 亮 斗 鶴 谷 1′04″51

 200m 吉 越 　 隆 樹 東向陽台 ●2′14″59 遠 藤 　 佑 亮 加 茂 ●2′14″91 坂 内 　 亮 斗 鶴 谷 2′18″72

バ
タ
フ
ラ
イ

 100m 只 野 　 佑 樹 館 59″74 車 田 　 浩 輝 田 子 1′02″35 藤 田 　 倫 平 気 仙 沼 1′02″71

 200m 只 野 　 佑 樹 館 2′15″26 車 田 　 浩 輝 田 子 2′17″73 山 口 　 拓 馬 柳 生 2′20″76

ド
レ
ー

個
人
メ

 200m 遠 藤 　 一 馬 仙 台 一 ●2′14″71 菅 野 　 真 杜 中 野 2′18″46 三 浦 　 晃 太 青 葉 2′19″81

 400m 遠 藤 　 一 馬 仙 台 一 ●4′50″79 三 浦 　 晃 太 青 葉 4′55″64 髙 橋 　 裕 介 名 取 二 5′13″27

リ
レ
ー

 400mR
今野友・昆野
折笠・今野守 宮 城 野 4′04″00 岡 田 ・ 保 田

西 山 ・ 酒 巻 富 沢 4′09″93

渡 邊 ・ 土 居
五十嵐・遠藤 仙 台 一 4′09″93

400mMR 遠藤・五十嵐
渡 邊 ・ 土 居 仙 台 一 4′33″23 酒 巻 ・ 佐 藤

岡 田 ・ 西 山 富 沢 4′34″63 今野守・折笠
今野友・昆野 宮 城 野 4′37″14

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

自
　
由
　
形

 50m 西 谷 　 孔 子 鳴 瀬 一 28″20 菊 地 　 祐 貴 高 崎 28″71 結 城 　 梨 奈 中 野 28″88

 100m 西 谷 　 孔 子 鳴 瀬 一 1′01″97 菅 原 　 真 実 七 郷 1′02″83 坂 内 　 亜 衣 鶴 谷 1′03″03

 200m 鈴 木 ひ か る 塩 竈 三 2′14″53 菅 原 　 真 実 七 郷 2′15″19 八 島 満 里 菜 大 河 原 2′18″12

 400m 日 笠 香 菜 子 船 岡 4′38″81 山 上 　 絢 子 槻 木 4′39″72 西 　 　 菜 月 しらかし台 4′47″92

 800m 日 笠 香 菜 子 船 岡 ●9′23″69 加 藤 　 由 佳 多 賀 城 9′24″61 山 上 　 絢 子 槻 木 9′43″90

平
泳
ぎ

 100m 菅 原 　 香 奈 七 郷 1′16″71 下 山 恵 里 奈 高 砂 1′17″13 平 井 　 菊 子 大 河 原 1′20″48

 200m 熊 谷 　 菜 摘 条 南 2′46″64 菅 原 　 香 奈 七 郷 2′47″16 鈴 木 　 七 海 将 監 2′47″22

背
泳
ぎ

 100m 渡 邊 　 　 彩 仙 台 一 ●1′03″65 新 田 　 紗 花 利 府 西 ●1′03″86 天 野 　 美 里 大 和 ●1′06″02

 200m 渡 邊 　 　 彩 仙 台 一 ●2′15″36 新 田 　 紗 花 利 府 西 ●2′20″01 天 野 　 美 里 大 和 ●2′22″51

バ
タ
フ
ラ
イ

 100m 内 海 菜 々 子 塩 竈 三 1′06″46 小 野 　 聖 実 塩 竈 二 1′07″61 斎 藤 　 海 里 宮 城 野 1′07″88

 200m 小 野 　 聖 実 塩 竈 二 2′28″99 斎 藤 　 海 里 宮 城 野 2′33″75 宍 戸 　 美 月 矢 本 一 2′35″12

ド
レ
ー

個
人
メ

 200m 鈴 木 ひ か る 塩 竈 三 ●2′25″63 阿 部 し ず く 矢 本 二 2′29″30 熊 谷 　 菜 摘 条 南 2′30″18

 400m 加 藤 　 由 佳 多 賀 城 ●5′07″26 阿 部 し ず く 矢 本 二 5′13″22 宍 戸 　 美 月 矢 本 一 5′28″73

リ
レ
ー

 400mR 渡 邊 彩 ・ 石 井
東海林・渡邊華 仙 台 一 ●4′13″78 佐 藤 ・ 小 島

村 上 ・ 西 しらかし台 4′23″72 加 藤 ・ 浦 山
鎌 田 ・ 小 濱 多 賀 城 4′24″31

400mMR 渡邊彩・石井
梅津・渡邊華 仙 台 一 ●4′36″34 佐 藤 ・ 西

小 島 ・ 村 上 しらかし台 4′51″41 竹内・菅原香
菅原真・佐藤 七 郷 4′55″54

●全国標準突破
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❻2010年度　宮城県　中学校駅伝競争大会成績

順位 学 校 名 記 録

1位 多 賀 城 58′12″

2位 万 石 浦 58′19″

3位 田 子 58′25″

4位 西 多 賀 59′00″

5位 七 ヶ 浜 59′01″

6位 み ど り 台 59′15″

区 間 順位 氏　　名 学校名 記　録

1 区 1位 永 沼 　 慶 己 蛇 田 9′07″

2位 和 田 山 晃 世 田 子 9′08″

3.02km 3位 千 葉 　 亮 太 万 石 浦 9′13″

2 区 1位 三 浦 　 洋 希 富 谷 二 9′29″

2位 郷 右 近 辰 也 多 賀 城 9′36″

3.06km 3位 車 田 　 　 颯 沖 野 9′42″

3 区 1位 大 場 　 康 史 多 賀 城 9′20″

2位 髙 橋 　 拓 也 西 多 賀 9′24″

2.92km 3位 照 井 　 悠 斗 みどり台 9′33″鈴 木 　 洋 介 中 新 田
4 区 1位 赤 間 　 善 門 七 ヶ 浜 9′57″

2位
鈴 木 　 敦 也 みどり台

10′01″
3.05km 菱 沼 　 嘉 竜 西 多 賀

5 区 1位 大 橋 　 泰 宜 蛇 田 9′21″

2位 杉 山 　 翔 太 万 石 浦 9′30″

3.04km 3位 赤 間 　 勇 哉 田 子 9′36″

6 区 1位 菅 原 　 　 健 中 新 田 9′16″

2位 原 田 　 直 哉 折 立 9′28″

2.95km 3位 今 野 　 良 樹 万 石 浦 9′29″

区 間 順位 氏　　名 学校名 記　録

1 区 1位 阿 部 　 千 咲 西 多 賀 10′06″

2位 千 葉 悠 里 奈 蛇 田 10′19″

3.02km 3位 千 葉 　 郁 穂 東向陽台 10′27″

2 区 1位 芳 賀 　 薫 乃 中 野 8′34″

2位 本 田 さ く ら 仙台中田 8′35″

2.41km 3位 高 橋 愛 梨 蛇 田 8′44″

3 区 1位 菊 池 　 倫 花 西 多 賀 6′45″

2位 早 坂 　 美 咲 大 沢 6′53″

1.95km 3位 水 沼 可 南 子 蛇 田 6′54″

4 区 1位 浜 畑 　 瀬 奈 蛇 田 5′40″

2位 山 下 　 結 衣 西 多 賀 5′44″

1.68km 3位 國 井 　 奈 央 岩 沼 5′46″

5 区 1位 佐 藤 　 　 望 西 多 賀 9′48″

2位 佐 藤 　 　 楓 蛇 田 10′08″

2.95km 3位 岡 本 　 梨 乃 岩 沼 10′25″奥 田 　 星 佳 大 沢

順位 学 校 名 記 録

1位 西 多 賀 41′32″

2位 蛇 田 41′45″

3位 岩 沼 42′38″

4位 大 沢 42′43″

5位 利 府 西 42′48″

6位 中 野 43′03″

〈男子総合〉　　6区間　18.04km

〈男子区間賞〉 〈女子区間賞〉

〈女子総合〉　　5区間　12.01km
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隊 形 輪おどり
進行方向 時計方向
踊り始め 円心向きで，前奏８呼間きく。
踊り方
エンヤトット，エンヤトット，エンヤトット，エンヤトット

ろ

左足から，送り足で左横へ，艪こぎ４つで進む。（１図）
松島のサー
右足を大きく円心に踏みだし，両手を胸前から右斜め前上，左手斜め後ろ下に大きく開き，つぎ
に左足にひき寄せて，チョン，チョン，と手拍子２回。（２，３図）
ヨーず
の反対動作を行う。

い巌寺ほどの
右足を右に開き，左足を右足の後ろへ軽くつけながら，右手をそえてあげかざす。つぎに左足か
ら送り足で，４歩左横に移動しながら，両手は軽く握り，右横から左横に振り，更に上からまわし
て左に振り流す。掌は下向き。（４，５図）
寺もないとエー
右足から眺めかざし４歩右まわりして円心向きとなる。つぎに円心に右足を踏みだし，両手を左
右に開く。左足を右足に引きそろえながら“チョン”と手拍子。（６，７，８図）
アレワエーエ エトソーリャ
左足を浮かして１歩引きトンと踏みおろすと同時に，左手で左ももをポンとうつ。右手右足で以
上の動作を行う。更に両手をおろして体前で交差し，頭上で大きく開きながら左，右と２歩でその
場を大きく左まわりして円心向きとなり，左，右と足踏みしながら左足のとき右手で左胸を打ち，
左手は横にのばす。右足のときは反対。（９，10，11，12図）
大漁だエー
と同じで艪こぎを行う。
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仙臺すずめ踊り
仙台のすずめ踊りの由来は，江戸時代の慶長 8年（1603年）仙台藩祖・伊達政宗公が
築城した仙台城（青葉城）の新築落成の儀式の宴席で石工たちが即興で踊ったのが始ま
りといわれています。
そのはね踊る姿がえさをついばむ雀に似ていること，伊達家の紋章が「竹に雀」であ

ったことから「すずめ踊り」と呼ばれるようになりました。以来，石工たちによって踊
り継がれ，現在は仙台青葉まつりなど，様々なお祭りで踊られるようになり，仙台を代
表する伝承文化として息づいています。

◇隊 形 すずめ踊りには，盆踊りのような決まった隊形はありません。列でも円でも
自由に踊ります。

◇動 作 すずめが飛び跳ねるように軽く，リズミカルに。
◇踊り方
踊り始め…すべてに決まりはないが，手を上下にぱたぱた動かし，前奏８小節を聞

いて待つ。
手の動き（その一）…縦に「 8」の字を描くように腕を大きく回します。

手の動き（その二）…横に「８」の字を描くように腕を大きく回します。

足の動き…軽やかに，飛び跳ねるように足を交差させます。

（資料提供 仙臺すずめ踊り普及会）
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スポーツテスト記録表
実施年月日 年 月 日

年 月 日
年 月 日

氏 名
生 年
月 日 年 月 日 齢

年
１年 ２年 ３年

男・女

種 目 点得録記
１ 年 ２ 年 ３ 年 １ 年 ２ 年 ３ 年

1．握力

右

１回目
kg
１回目

kg
１回目

kg

２回目
kg
２回目

kg
２回目

kg

左

１回目
kg
１回目

kg
１回目

kg

２回目
kg
２回目

kg
２回目

kg

kg kg kg平均

2．上体起こし
回 回 回

3．長座体前屈

１回目
cm
１回目

cm
１回目

cm

２回目
cm
２回目

cm
２回目

cm

4．反復横とび

１回目
点
１回目

点
１回目

点

２回目
点
２回目

点
２回目

点

5．

持久走
分 秒 分 秒 分 秒

20m
シャトルランテスト

折り返し数 折り返し数 折り返し数

最大酸素摂取量

ml/kg/min

最大酸素摂取量

ml/kg/min

最大酸素摂取量

ml/kg/min

6．50m走
秒 秒 秒

7．立ち幅とび

１回目
cm
１回目

cm
１回目

cm
２回目

cm
２回目

cm
２回目

cm

8．ハンドボール投げ

１回目
m
１回目

m
１回目

m
２回目

m
２回目

m
２回目

m

得 点 の 合 計

総 合 評 価




